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情報法分野の最近の傾向と紹介対象

• 情報法、特にプライバシー・個人情報保護分野の最近の傾向

• EU法への関心増大、例：GDPR（General Data Protection Regulation）

• 例：AI法―2024 年 3 月 13 日、欧州議会は、欧州連合全体の AI 規制
に関するAI 法を採択した。賛成523票、反対46票、棄権49票の多数で
承認された。この法律は、AIセクターのイノベーションが安全性、基本
的権利、コンプライアンス基準と確実に一致することを目指している。

• 今回紹介の共著書の執筆者は、いずれもプライバシー・個人情報保護
の分野の研究者であるので、アメリカにおけるプライバシー関係の著
作類について、歴史的に見ることにする。
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米国議論注視の歴史

Warren and Brandeis, The Right to 
Privacy, 4 HARV. L. REV. 193 (1890)

Warren and Brandeis, The Right to 
Privacy, 4 HARV. L. REV. 193, at 220 (1890)
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William L. Prosser（1898-1972）
from HeinOnline

William L. Prosser, Privacy, 
48 CALIF. L. REV. 383 (1960)



アメリカの1960年代のプライバシー論議
Dr. Alan F. Westin (1929 –2013)

(From Japan Privacy Center)
ALAN F. WESTIN, 
PRIVACY AND FREEDOM (1967) 



日本経済新聞2015年2月10日朝刊交遊抄
堀部政男「研究の先達」

 半世紀以上にわたり研究者としてプライバシーの思想を究めてきたなかで、研究の先達と
多くの出会いがあった。なかでもコロンビア大名誉教授の故アラン・Ｆ・ウェスティン博士との
交流は３０年以上にわたった。アランは１９６７年、プライバシー研究の金字塔である「プライ
バシーと自由」を著し、注目され、各国のプライバシー思想に大きな影響を与えた。

私が彼と出会ったのは８０年。京王プラザホテルでの国際会議でパネリストとしてともに出
席した時だ。当時日本では電子化された個人データに関する議論が活発化し始めていた。
以来私はアランを何度か日本に招き、政府関係者などとも意見交換の場を持った。

日本での個人情報保護法制定を喜んだアランは、自ら編集していたニューズレターで日本
特集を組み、私もその編集に協力した。特集の扉絵は、米国と欧州連合 （ＥＵ）のプラカード
を持った２人の間の道を浴衣を着た日本人が歩くというもので、独自の道を選んだ日本を前
向きに評価してくれた。

     ２０１３年２月に８３歳で帰らぬ人となった際、米各紙は紙面を大きく割き評伝を掲載した。
彼の研究が現代社会に与えた影響の大きさを再認識すると同時に、先達からの学びを後輩
に引き継ぐ大切さも痛感した。（ほりべ・まさお 特定個人情報保護委員会委員長）



Arthur R. Miller(1934-) , The Assault on Privacy (1971)

Arthur R. Miller, The Assault on Privacy (1971)  
hardcover

Arthur R. Miller, The Assault on Privacy (1971)  
paperback



Arthur R. Miller教授のプライバシー権論

• 本書でミラー教授は、次のように述べている。

• 「最近、法律家や社会科学者は、効果的なプライバシー権の基本的特
質は自己に関する情報の流れをコントロールする個人の能力―社会
関係や個人の自由を維持するのにしばしば不可欠な力―であるという

結論に到達するようになった。これと呼応して、個人が自己に関する情
報の流れを統御する栓のコントロールを奪われるならば、ある程度ま
でその者は栓を操作することができる人々や機関に屈従することにな

る。」
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Arthur R. Miller教授との懇談①

• 1973年秋、ハーバード・ロー・スクールで研究していたときに、ミラー教
授と懇談したことがある。ミラー教授は、私が日本人であることから、

「今年（1973年）2月に日本のテレコミュニケーションズ・ワーカーズ・

ユニオンの招きで日本に行き、東京、京都、広島で開かれたコンファ

ランスで講演をしてきました」と切り出した。そして、「日本もすぐにアメ

リカと同様な問題に直面するでしょう」と語った。

ミラー教授は、連邦では、プライバシー保護法をどうするかという議論

があり、また、マサチューセッツ州でも近くプライバシー保護を検討す

る委員会ができることについて話してくれた。
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Arthur R. Miller教授との懇談②

• ミラー教授の示唆で、連邦議会議員には手紙で資料の送付をお願い

し、マサチューセッツ州についてはボストンにある州政府の担当者

に電話をして、会うことにした。マサチューセッツ州の担当者は弁護

士で、様々な資料を集めていた。その一部をいただいた。

• このようにして認識することができた連邦議会の状況、マサチューセ
ッツ州の議論については、ジュリストで書いた「アメリカにおける行政と
プライバシー」で紹介するしたことがある。ジュリスト589号（1975.6.15）
特集「行政とプライバシー」
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Mr. Robert Ellis Smith（1940-2018）
and his Privacy Journal （since 1974）
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インターネット時代以前の法令収集

•”Compilation of State and Federal Privacy Laws”
by Mr. Robert Ellis Smith

•プライバシー関係の著作多数
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Anita L. Allen & Marc Rotenberg
Privacy Law and Society (Third Edition 2016)

• American Casebook Series

• pp. 1591, 2654g

• An Introduction to Privacy Law

• Chapter 1. Privacy in Tort Law

• Chapter 2. Constitutional 
Privacy

• Chapter 3. Federal Privacy 
Statutes

• Chapter 4. Communications 
Privacy Law

• Chapter 5. International 
Privacy Law 13



Daniel J. Solove（1972～）, Professor, George Washington 
University Law School

2011 2017年、勁草書房、
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Daniel J. Solove & Woodrow Hartzog, Breached! Why 
Data Security Law Fails and How to Improve It

2022 勁草書房、2023年
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小向太郎監訳『データセキュリティ法の迷走』

• 小向太郎監訳『データセキュリティ法の迷走―情報漏洩はなぜなくらな
いのか』（勁草書房、2023年11月20日）

• 翻訳者

• 加藤  尚徳

• 木村 匠

• 藤井 秀之

• 村上 陽亮
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